


















〔研究目的〕 

SLEの診断基準はアメリカ・リウマチ協会の19.71年のものがあり,広く用いられていたが,

その後,免疫血清学の進歩や,成人 SLE 症例に関する知見の積み重ねによって,診断基準の

改訂の必要が唱えられ,1982 年に改訂診断基準が提唱された。これは新しい血清学的検査

法についても検討をかさねた結果提唱されたものである。小児 SLE は症状が多彩で,特に病

初期では他の膠原病との鑑別は必ずしも容易ではない。成人 SLEと小児 SLE の早期診断は,

同じ診断基準で十分であるのか検討を要すると考えられ,第 1 年目には症例を登録して症

状,検査項目をコンピューターに組み込み,それらの出現頻度を求めた。第 2年度の昭和 59

年には,これらのデータをもとに現行の診断基準の感度を求め,さらに小児 SLE の診断に必

要な項目の感度を計算し,診断の手引き作成に資することを目的とした。 

皮膚筋炎についても同様な目的で研究を進める。 


